説教要旨〔クリスマス〕「天使の伝えたよき知らせ」
聖書：ルカ１章２６－３８
1:26 六か月目に、天使ガブリエルは、ナザレというガリラヤの町に神から遣わされた。

1:27 ダビデ家のヨセフという人のいいなずけであるおとめのところに遣わされたのである。そのおとめの名はマリアといった。

1:28 天使は、彼女のところに来て言った。「おめでとう、恵まれた方。主があなたと共におられる。」

1:29 マリアはこの言葉に戸惑い、いったいこの挨拶は何のことかと考え込んだ。

1:30 すると、天使は言った。「マリア、恐れることはない。あなたは神から恵みをいただいた。

1:31 あなたは身ごもって男の子を産むが、その子をイエスと名付けなさい。

1:32 その子は偉大な人になり、いと高き方の子と言われる。神である主は、彼に父ダビデの王座をくださる。

1:33 彼は永遠にヤコブの家を治め、その支配は終わることがない。」

1:34 マリアは天使に言った。「どうして、そのようなことがありえましょうか。わたしは男の人を知りませんのに。」

1:35 天使は答えた。「聖霊があなたに降り、いと高き方の力があなたを包む。だから、生まれる子は聖なる者、神の子と呼ばれる。

1:36 あなたの親類のエリサベトも、年をとっているが、男の子を身ごもっている。不妊の女と言われていたのに、もう六か月になっている。

1:37 神にできないことは何一つない。」

1:38 マリアは言った。「わたしは主のはしためです。お言葉どおり、この身に成りますように。」そこで、天使は去って行った。
　キリスト教では天使の存在は重んじられています。ヨーロッパの絵画では、特に、聖書を題材にする絵画には天使がよく描かれています。白い衣を着た背中に翼のある天使のイメージが濃いために、多くの場合、想像の産物とみなされています。しかし、聖書では、救いの歴史においてその重要な節目に天使が登場します。
旧約聖書には、アブラハムの時代、ハガルに（創世記１６章７）、ロトに〔創世記１９章１〕、アブラハムに（創世記２３章１５）に御使が現れていますし、ヤコブにも現れています〔創世記２８章１２〕。そのほかにも天使は登場します（サムエル下２４章１６、列王記下１９章３５など）。
新約聖書にもキリスト誕生の時（マタイ１章２０、ルカ１章２６，２章９）復活の時（ヨハネ２０章１２）、使徒たちの投獄や危機の時（使徒言行録８章２６，１０章３，１２章７，２３，２７章２３）。天使はその都度、大きな働きをしています。
　天使の役割はいくつもありますが、三つだけ挙げます。先ず第一は、キリストの弟子たちを守ることです。使徒たちが危険な状態に置かれたとき天使は使徒たちを守ります〔上記参照〕。ここからカトリックでは守護天使の観念を生み出しました。つまり一人の天使が一人の信者を守るという考え方でカトリックの強固な信仰を形成しています。私たちは守護天使の観念を受け入れていませんが、天使がこぞって私たちを守られるという信仰をもっています。
第二に、天使の役割は神讃美です。ルカ２章１３に出てくる天の大軍は、天使たちの大群を指しています。彼らの役割は神をほめたたえることでした。今も天使は神を讃美しています〔黙示録１９章１，１１章１５、１９章６〕大きな声とありますが天使らの声と見ることができます。私たちは今ここで神を讃美するとき、天使らも同じように声を合わせて歌っています。
第三は、神のメッセージを伝えることです。今回学ぶルカ１章２６に天使ガブリエルが登場し、マリアに喜ばしい使信を伝えています。マタイ１章２０のヨセフに現われた天使もガブリエルでしょう。神は直接語られる場合もありますが（キリストの洗礼のとき＝ルカ３章２２、変貌の時＝マタイ１７章１－８）、天使たちはそのメッセージを伝達する役割を担います。
　ダニエル８章１６－２７，９章２１－２７においてもガブリエルは登場しています。ルカでは１章１９でも登場します。ガブリエルは、天使の中では身分の高い天使とされています。
　ガブリエルとは「神の人」を意味しています。この天使はマリアに現われたと記されますが、この名前から人間の姿をして現われたのではないかと推測されます。だから、マリアは天使の出現に驚愕し、あるいは恐怖心を抱くことがなかったと考えられます。
　ガブリエルは、マリアに「よき知らせ」を伝えるために派遣されます。開口一番ガブリエルはマリアに「おめでとう」と告げます。それは彼の伝言が喜びに満ちたよき知らせであったことを示しています。しかし、ガブリエルから伝えられた言葉を聞いたマリアは決して単純によいニュースとは聞けなかったと思います。どうして、マリアに語られたガブリエルの言葉はよいニュースであったのでしょうか。
　マリアにとっては、ガブリエルの冒頭の言葉は到底受け入れがたいないようでした。それなのに、おめでとう、と言われ、マリアは恵まれた女性というのです。何故マリアにとって喜ばしい知らせなのか。さらに、この個所を読む私たちにとっても喜ばしいのかを考えなければなりません。

　マリアにとってガブリエルの知らせは奇想天外、ありえないことでした。
　先ず、彼女は、身ごもって男の子を産む、という言葉を聞きます。それが恵まれているとガブリエルは語ります。とんでもない話です。ガブリエルが語ったのは、単に子どもが生まれるというだけではありません。すでに彼女はみごもっているとされます。当時、女性は１４，５歳で結婚するのですが、マリアの場合、婚約はしていましたけれども、夫とはまだ正式に式を挙げてはいませんし、また同居もしていません。そんなマリアがすでに妊娠しているというのですから、マリアにとってはそんな馬鹿な話はないと一笑に付すこともできました。まったく身に覚えのないことです。
結婚生活もしていないのに如何して子どもができるはずがあるのでしょうか。冗談もほどほどにせよとマリアが叫んだとしても不思議ではありません。ところがガブリエルはそのマリアが恵まれていると宣言します。マリアは怒ってガブリエルを追い出すこともできました。
　続いて、ガブリエルの言葉はとても理解を超えているものでした。未だ生まれていないのに、男の子が生まれるというのです。現在なら出産以前に性別を知ることができますが、マリアの時代は生まれてみなければ分からない事柄です。しかも、名前もつけられているというのです、その名はイエス＝ヘブライ語ではヨシュアが相当します。ヨシュアならありふれた名前です。そんなありふれた名前を生まれてくる子どもにつけよというのも変な話です。
　しかし、ここに一つの大切なことが示されています。その子は普通の出生で生まれてくるのではないということを語っています。アダムの子孫はアダムの罪を生まれながら抱えてきます。しかし、ガブリエルが言うのは、この子はアダム以来連綿として罪を継承してくる人ではない、ということです。この点で生まれてくる子どもは罪のない方なのです。
　ガブリエルは、その子はダビデ王家の王座を受けるといいます。しかし、これも納得できないメッセージでした。当時ダビデ王国が滅んですでに数百年過ぎています。ユダの民はダビデ王国の再建を期待していました。しかし、長い年月の間に、その子孫は霧散しかけていました。ダビデ家の直系の子孫などもう分からなくなっていました。そして、王国は再建されることは一度もありませんでした〔マカバイ家が一時王国を打ち立てましたが、ダビデの血統ではありません。また当時の王はヘロデであって、イドマヤ人出身でユダの民ではありませんでした〕。
そこでユダの民の中には軍事的天才が登場することを期待する党派があり〔熱心党〕、また超自然的、超人的な救済者の出現を待望する者がありました。ますますダビデ王家によるイスラエル再建の夢は遠ざかっていました。ところが生まれてくる子どもはそのダビデ家出身で、偉大な人物、英雄、さらにその王国は不滅だというのです。いまだかつて不滅の王国などあったためしはありません。マリアに告げられたこのような言葉はまるで夢のような話でした。
そして、３５節以下に記されるガブリエルの言葉も信じがたいものでした。聖霊が宿ってマリアから生まれてくるものは聖なる者＝聖者、神の子と呼ばれるというのです。聖者はユダヤ人の用語では神に対して唱えられる表現です。神の子は神そのものです。人間は神を生むことはできません。日本のような汎神論〔万物に神が宿っているという神観念〕では、人間が生んだ者が神と唱えられることはあっても、ユダヤ人にはそんな観念は全く神を冒涜するものでありました。
けれども、これはたいへん重要な教説を含みます。受肉という教理です。神が人となる、永遠の神の子が人間性を取る。この教理を成り立たせるのは、聖霊によって神の子が人間となるという驚くべき神の業がなされるときに限られます。
受肉があってこそ、神が人間の中に入り、人間として業をなされます。その死と復活、特に死人のよみがえりは神でなければできない業です。キリストはまったき人間であり、まったき神でありました。このことが起こるのはただマリアにガブリエルの言うことが実現するときです。
マリアがガブリエルの言ったことを全部拒否したらどうなるでしょうか。神の救いの計画は頓挫するといっても過言ではありません。むろん神は別の女性を見つけることもできるでしょうけれども、とにかくマリアがガブリエルのいうことを素直に受け入れたことで、罪人の救いが現実的になるのです。
何故マリアはガブリエルの言葉を受け入れることができたのでしょうか。ガブリエルの言葉がそに身に起こりますようにとマリアは受け入れています。何故こんなことを言えたのでしょうか。マリアは素直な女性であったことは確かです。あるいは、信心深い女性であったともいえます。しかし、彼女がガブリエルのいうことを受け入れられたのは信仰のなせるところだと言わざるを得ません。一般には信仰は教科書的な知識に基づいて私たちの心に起きるものです。それがなければ私たちは生きていけません。今までの経験の積み重ねの延長に信仰があります。
しかし、マリアの信仰はそのようなものではありません。常識からいうとガブルエルのいうことはすべて信じがたいものでありました。彼女の経験からいえば全然納得できないことです。結婚生活もしていないのに子どもが生まれる、しかもすでに身ごもっていると言われて簡単に信じられるものではありません。でもマリアは信じました。何故信じることができたのでしょうか。
ガブリエルは、神にできないことは何もないと告げました。そして、その神が共におられるとガブルエルは告げます。マリアはその神を信じたのです。神は何事もできる神である。これがマリアの信仰の基底にありました。だからこそ、マリアはガブリエルのいうことを信じ受け入れることができたのです。そして、その信仰があったからこそクリスマスの素晴らしい出来事が実現したのです。私たちは神の救いにあずかる希望を持つことができます。（おわり）
